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■
課
長
級

▽
蔭
田
大
介
（
企
画
財
政
課
長
兼

地
域
戦
略
推
進
室
長
）
▽
大
森
凡

世
（
健
康
福
祉
課
長
兼
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
長
）
▽
北
畠
弘
信

（
環
境
対
策
課
長
）
▽
兄
後
修
一

（
教
育
委
員
会
事
務
局
長
）

■
課
参
事
級

▽
藤
田
彦
人
（
町
民
課
課
参
事
）

▽
松
田　

毅
（
小
木
支
所
長
）

■
課
長
補
佐
級

▽
打
合
い
ず
み（
総
務
課
長
補
佐
）

▽
諸
角
勝
則
（
総
務
課
長
補
佐
）

▽
鏡
島
敏
雄
（
総
務
課
庁
舎
建
設

室
課
長
補
佐
）
▽
豆
田
猛
（
税
務

課
課
長
補
佐
）
▽
橋
本
直
博
（
環

境
対
策
課
課
長
補
佐
）
▽
今
井
久

幸
（
建
設
課
課
長
補
佐
）
▽
鵜
垣

厚
夫（
教
育
委
員
会
事
務
局
次
長
）

▽
下
野
景
子
（
中
央
図
書
館
長
兼

コ
ン
セ
ー
ル
の
と
施
設
長
）
▽
本

谷
広
子
（
公
立
宇
出
津
総
合
病
院

事
務
局
課
長
補
佐
）
▽
上
野
英
明

（
同
課
長
補
佐
）

■
主
幹
級

▽
大
平
哲
也
（
総
務
課
危
機
管
理

室
主
幹
）
▽
大
鷲
幸
生
（
同
課
庁

舎
建
設
室
主
幹
（
兼
務
解
除
））

▽
新
出
和
也
（
税
務
課
主
幹
）
▽

青
木
秀
勝
（
健
康
福
祉
課
主
幹
兼

地
域
戦
略
推
進
室
主
幹
）
▽
吉
田

源
一
郎（
ふ
る
さ
と
振
興
課
主
幹
）

▽
又
多
敏
晴（
上
下
水
道
課
主
幹
）

▽
大
平  

均
（
上
下
水
道
課
主
幹
）

▽
大
畑
幸
夫（
上
下
水
道
課
主
幹
）

▽
石
崎
宏
子
（
教
育
委
員
会
事
務

局
主
幹
（
兼
務
解
除
））
▽
石
渕

和
人
（
公
立
宇
出
津
総
合
病
院
事

務
局
主
幹
）
▽
川
口
裕
子
（
健
康

福
祉
課
主
幹
（
こ
ど
も
み
ら
い
セ

ン
タ
ー
所
長
））

■
係
長
級

▽
嶋
垣
英
和
（
監
理
課
係
長
兼
庁

▽
大
門
康
博
（
環
境
対
策
課
担
当

課
長
（
奥
能
登
ク
リ
ー
ン
組
合
派

遣
期
間
更
新
））

■
新
規
採
用

▽
鷹　

さ
つ
き（
町
民
課
主
事
）

▽
川
合  

恵（
広
報
情
報
推
進
課

主
事
）
▽
清
水
亜
斗（
公
立
宇
出

津
総
合
病
院
事
務
局
主
事
）
▽
寺

口　

学
（
教
育
委
員
会
事
務
局
学

芸
員
）
▽
町
分
愛
美
（
し
ら
さ
ぎ

保
育
所
保
育
士
）▽
堀
内
真
琴（
ひ

ば
り
保
育
所
保
育
士
）
▽
鳥
毛
結

衣
（
柳
田
保
育
所
保
育
士
）
▽
坂

本
雅
之
（
公
立
宇
出
津
総
合
病
院

耳
鼻
咽
喉
科
医
長
）
▽
望
月
弘
和

（
同
皮
膚
科
医
師
）
▽
南
部
旨
利

（
同
小
児
科
医
長
）
▽
長
井
一
樹

（
同
内
科
医
師
）
▽
閨
崎
憲
一
（
同

薬
剤
師
）
▽
中　

亜
矢
子
（
同
看

護
師
）
▽
三
宅
梢
恵
（
同
看
護
師
）

▽
坂
下
茉
那
（
同
看
護
師
）
▽
杉

原
悠
美
奈
（
同
看
護
師
）
▽
藤
田

　

楓
（
同
看
護
師
）
▽
坂
下
有
仁

（
同
准
看
護
師
）

■
割
愛
採
用

▽
河
元
智
志
（
教
育
委
員
会
事
務

局
次
長
）

■
勤
務
延
長
更
新

▽
滝
川　

豊
（
公
立
宇
出
津
総
合

病
院
名
誉
院
長
兼
外
科
医
長
）

■
任
期
付
更
新

▽
小
森
和
俊
（
公
立
宇
出
津
総
合

病
院
栄
誉
院
長
兼
消
化
器
科
医
長

（
短
時
間
勤
務
））

■
再
任
用
更
新

▽
下
野
信
行
（
町
参
事
兼
庁
舎
建

設
室
長
）
▽
東
崎
明
美
（
総
務

課
危
機
管
理
室
係
長
（
奥
能
登

広
域
圏
事
務
組
合
消
防
本
部
派

遣
））
▽
田
中　

孝
（
小
木
支
所

係
長
）
▽
道
下
可
長
（
鵜
川
支
所

長
）
▽
大
門
康
博
（
環
境
対
策
課

担
当
課
長
（
奥
能
登
ク
リ
ー
ン
組

合
派
遣
））
▽
平　

彦
邦
（
環
境

対
策
課
主
幹
（
多
目
的
交
流
セ
ン

タ
ー
所
長
））
▽
畝
村
義
夫
（
ふ

る
さ
と
振
興
課
主
幹
（
定
住
促
進

協
議
会
事
務
局
長
））
▽
山
崎　

忍
（
上
下
水
道
課
係
長
（
五
十
里

浄
水
場
））
▽
上
田
二
三
夫
（
建

設
課
技
能
職
員
）▽
川
口
晴
雄（
上

下
水
道
課
労
務
職
員
（
矢
波
浄
水

場
））
▽
辺
焼
幸
弘
（
小
木
中
学

校
校
務
員
）
▽
三
宅
章
子
（
ひ
ば

舎
建
設
室
係
長
）▽
町
端　

晃（
広

報
情
報
推
進
課
係
長
）
▽
喜
多
隆

志
（
町
民
課
係
長
兼
地
域
戦
略
推

進
室
係
長
兼
庁
舎
建
設
室
係
長
）

▽
道
下
紀
保
子
（
健
康
福
祉
課
係

長
）
▽
朝
川
桂
輔
（
健
康
福
祉
課

係
長
）
▽
岩
井
芳
美
（
健
康
福
祉

課
係
長
）
▽
多
知
良
子
（
同
課
係

長
）
▽
山
本
真
理
子
（
環
境
対
策

課
係
長
）
▽
谷
上　

豪
（
農
林
水

産
課
係
長
）
▽
田
中　

洋
（
農
林

水
産
課
係
長
）▽
与
野
井
斗
史（
建

設
課
係
長
）
▽
本
井　

敬
（
ふ
る

さ
と
振
興
課
係
長
）
▽
蓑
島
真
吾

（
ふ
る
さ
と
振
興
課
係
長
）
▽
山

口
竜
次
郎
（
教
育
委
員
会
事
務
局

係
長
）

■
主
査
級

▽
寺
川
和
美
（
総
務
課
主
査
）
▽

大
黒
恭
卓
（
企
画
財
政
課
主
査
）

▽
蔦　

恵
一（
企
画
財
政
課
主
査
）

▽
中　

道
紀
（
企
画
財
政
課
地
域

戦
略
推
進
室
主
査
）
▽
河
端
逸
美

（
町
民
課
主
査
）
▽
宮
谷
内
貴
紀

（
健
康
福
祉
課
主
査
）
▽
上
野
一

也
（
健
康
福
祉
課
主
査
）
▽
中
谷

亜
沙
美
（
健
康
福
祉
課
主
査
）
▽

久
田
悠
貴
（
健
康
福
祉
課
主
査
）

▽
二
又　

静（
健
康
福
祉
課
主
査
）

▽
池
田
紘
一（
農
林
水
産
課
主
査
）

▽
中
宮
篤
志
（
建
設
課
主
査
）
▽

坂
下
昭
徳（
上
下
水
道
課
主
査（
内

浦
浄
水
場
））
▽
吉
畳
ゆ
か
り
（
公

立
宇
出
津
総
合
病
院
事
務
局
主

査
）

■
主
事
級

▽
田
形
綾
香（
企
画
財
政
課
主
事
）

▽
畔
川
一
樹
（
広
報
情
報
推
進
課

主
事
）
▽
安
田　

優
（
町
民
課
主

事
）
▽
山
本　

樹
（
健
康
福
祉
課

主
事
）
▽
山
下
享
弥
（
ふ
る
さ
と

振
興
課
主
事
）▽
大
黒
ま
す
み（
上

下
水
道
課
主
事
）▽
大
澤　

融（
上

下
水
道
課
主
事
）▽
谷
内
琢
哉（
税

務
課
主
事
）

■
保
育
所
長

▽
瀬
戸
厚
子
（
鵜
川
保
育
所
長
）

▽
浅
井
節
子
（
高
倉
保
育
所
長
）

▽
岩
崎
み
ゆ
き（
柳
田
保
育
所
長
）

▽
上
端
正
美
（
上
町
保
育
所
長
）

■
主
任
保
育
士

▽
半
崎
晶
美
（
ひ
ば
り
保
育
所
主

任
保
育
士
）
▽
濵
田
知
子
（
鵜
川

保
育
所
主
任
保
育
士
）
▽
山
本
葉

子
（
高
倉
保
育
所
主
任
保
育
士
）

り
保
育
所
保
育
士
）
▽
山
岸
喜
美

子
（
公
立
宇
出
津
総
合
病
院
看
護

師
）
▽
谷
野
ま
ち
子
（
同
看
護
師
）

▽
山
岸
由
紀
子
（
同
准
看
護
師
）

▽
西　

紀
子
（
同
准
看
護
師
）

■
再
任
用

▽
平　

美
代
子（
鵜
川
支
所
係
長
）

▽
本
谷
敏
博
（
企
画
財
政
課
係

長
（
奥
能
登
広
域
圏
事
務
組
合
派

遣
））
▽
谷
内
裕
幸
（
環
境
対
策

課
主
幹
（
衛
生
セ
ン
タ
ー
所
長
））

薩
摩
浩
美
（
公
立
宇
出
津
総
合
病

院
事
務
局
主
事
）▽
安
田
豊
光（
環

境
対
策
課
技
能
職
員
（
多
目
的
交

流
セ
ン
タ
ー
））

■
3
月
31
日
付
退
職
者

▽
朝
川
由
美
子
（
健
康
福
祉
課
長

兼
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
長
）

▽
谷
内
裕
幸
（
環
境
対
策
課
長
）

▽
中
嶋
久
嘉
（
教
育
委
員
会
事
務

局
長
）
▽
寅
松
茂
樹
（
小
木
支
所

長
）
▽
本
谷
敏
博
（
鵜
川
支
所
長
）

▽
滝
上
雅
之
（
中
央
図
書
館
長
兼

コ
ン
セ
ー
ル
の
と
施
設
長
）
▽
高

田
八
穂
枝
（
町
民
課
主
幹
）
▽
薩

摩
浩
美
（
公
立
宇
出
津
総
合
病
院

事
務
局
主
査
）
▽
安
田
豊
光
（
環

境
対
策
課
技
能
職
員
（
多
目
的
交

流
セ
ン
タ
ー
））
▽
佐
野
静
子
（
柳

田
保
育
所
長
）▽
背
戸
美
知
代（
高

倉
保
育
所
長
）
▽
池
村
渓
伺
（
公

立
宇
出
津
総
合
病
院
皮
膚
科
医

師
）
▽
小
林
美
香
（
同
看
護
師
）

▽
酒
井
真
由
子
（
同
看
護
師
）

■
保
育
士

▽
寺
下
奈
津
美
（
ひ
ば
り
保
育
所

保
育
士
）
▽
天
幸
有
加
（
鵜
川
保

育
所
保
育
士
）
▽
廣
田
麻
菜
（
高

倉
保
育
所
保
育
士
）
▽
山
岸
ゆ
か

り
（
柳
田
保
育
所
保
育
士
）
▽
沖

野
美
菜
子（
上
町
保
育
所
保
育
士
）

■
公
立
宇
出
津
総
合
病
院
医
師

▽
長
谷
川　

啓
（
公
立
宇
出
津
総

合
病
院
院
長
兼
外
科
医
長
）

■
派
遣

▽
和
田
哲
也
（
環
境
対
策
課
係
長

（
奥
能
登
ク
リ
ー
ン
組
合
派
遣
））

▽
玉
地
大
輔
（
総
務
課
主
査
（
石

川
県
総
務
部
市
町
支
援
課
派
遣
））

▽
釣
谷
拓
史
（
建
設
課
主
事
（
石

川
県
土
木
部
道
路
整
備
課
派
遣
））

■
派
遣
更
新

▽
東
崎
明
美
（
総
務
課
危
機
管
理

室
係
長
（
奥
能
登
広
域
圏
事
務
組

合
派
遣
期
間
更
新
））
▽
小
坂
陽

一
（
税
務
課
主
査
（
奥
能
登
地
区

地
方
税
滞
納
整
理
機
構
派
遣
期
間

更
新
））
▽
小
川
直
美
（
健
康
福

祉
課
係
長
（
石
川
県
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
派
遣
期
間
更
新
））

■
再
任
用
任
期
満
了

▽
金
崎
保
子
（
健
康
福
祉
課
係
長

（
こ
ど
も
み
ら
い
セ
ン
タ
ー
））

■
割
愛
退
職

▽
三
井
松
夫
（
教
育
委
員
会
事
務

局
次
長
（
割
愛
・
石
川
県
職
員
））

平
成
29
年
4
月
15
日
付

人
事
異
動

　

町
に
は
16
の
消
防
団
が
あ
り
、

約
３
０
０
人
の
団
員
が
活
躍
し
て

い
ま
す
。

　

団
員
は
「
自
分
の
町
は
自
分
で

守
る
」と
い
う
強
い
意
志
を
も
ち
、

仕
事
を
し
な
が
ら
地
域
住
民
の
安

全
と
安
心
を
守
る
た
め
に
活
躍
し

て
い
る
人
た
ち
が
集
ま
っ
て
い
ま

す
。
入
団
を
希
望
す
る
人
、
興
味

が
あ
る
人
は
、
消
防
署
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

問
能
登
消
防
署
☎（
76
）０
０
８
５

　

宇
出
津
分
署
☎（
62
）０
４
９
２

　

内
浦
分
署
☎（
72
）０
２
８
２

あ
な
た
の
力
が
地
域
を
守
る

消
防
団
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

　

能
登
町
役
場
の
4
月
15
日
付
人

事
異
動
は
4
月
10
日
に
内
示
さ
れ

ま
し
た
。

※
新
採
・
昇
任
に
つ
い
て
は
4
月

1
日
付
発
令



輪島鳳珠地区優良農家として表彰を受ける的場さん（右）

的場さんが優良農家として表彰受賞

　平成 28 年度の輪島鳳珠地区農業振興協議会総会が
3月 23 日に奥能登行政センターで開かれ、鶴町の的
場清一さんが優良農家表彰を受賞しました。
　的場さんは町内の水稲農家仲間とともに「おいしい
お米づくり研究会」を結成し、能登町産米のブランド
化に貢献しているほか、神野公民館であえのことを実
演して継承に協力。平成 23 年からは町農業委員とし
て農用地の集積にも尽力しています。

地域農業の振興に貢献

藤波・神目神社「酒樽がえし」
豊作と大漁願って激しく樽を奪い合う

よろいかぶと姿で弓を引く大将役の小寺さん

今年は豊作間違いなし
十郎原・日桂神社「弓引き祭り」

　4月 3日、十郎原の日桂神社で「弓引き祭り」が行
われました。甲冑姿の氏子らが神事に臨んだあと、神
社近くの田んぼに向かいました。大将役の小寺明浩さ
んが「放て」と号令を掛けるのにあわせ、田んぼに矢
を放ち、豊作を願いました。
　神社の境内では直径 20㌢ほどの的を狙い氏子と神
職が次々に矢を放ち、豊凶を占いました。今年は 3本
命中し、豊作が期待できそうです。

　町食生活改善推進協議会の総会は 4月 19 日、コン
セールのとで開かれ、会員約 80 人が今年度の活動方
針について審議しました。総会後の研修会では中能登
町の大平みさとさんを招き、地域にある食材を使った
健康法を学びました。大平さんは酵素ドリンクで体調
を取り戻した自身の経験から、酵素の講座を開くなど
酵素の魅力を広めています。能登の食材を利用して、
継続的に健康を維持する秘訣について紹介しました。

酵素ドリンクの魅力について話す大平さん

能登の自然を生かして健康に
食生活改善推進協議会研修会

  船上実習、ご安全に！
 インドネシア人漁業実習生に対する安全講習会 学ぶことで己を磨き、人は成長できる

なぜ高校に通うのか
自らの夢や学ぶ意味を考える
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仲間と協力し、目標に向かう人
平成29年度能登町スポーツ少年団結団式

　藤波・神目神社の春祭り「酒樽がえし」が 4月 2日に行われ、樽を担ぐ下帯姿の男衆や氏
子など約 30 人が拝殿で神事に臨み、五穀豊穣を願いました。担ぎ手は神事のあと、1斗樽に
酒を注ぎ込んで、「わっしょい」のかけ声と共に
樽を担いで走り、約 1キロ先の田んぼに向かいま
した。男衆は水が張られた田んぼに向かって突進
し、泥だらけになりながら激しく樽を奪い合いま
した。樽を巡る攻防は海でも繰り広げられ、担ぎ
手は冷たい海水を浴びながら威勢の良いかけ声を
上げ、山海の幸に恵まれるよう願いを込めました。

　4月 18 日、県漁協小木支所でインドネシア人漁業
実習生の安全管理講習会が開かれました。実習生は船
上の仕事における注意点や、ライフジャケットの正し
い着用など、能登海上保安署員による講義に真剣な表
情で臨みました。
　実習生は 5月中旬まで県漁協小木支所で研修に臨
み、町内各地の船主の下で 3年間、イカ釣り漁などに
ついて学びます。

ライフジャケットの着用体験をする実習生

冷たい海中で樽を奪い合う男衆水の張られた田んぼに駆け込む男衆

スポ少にかける思いを元気よく述べる団員

　平成 29 年度町スポーツ少年団結団式が 4月 16 日
に内浦体育館で開かれ、約 180 人の団員が参加しま
した。金七祐太郎本部長は「感謝の気持ちを大切にし
てください」と団員に呼びかけました。持木町長と南
野広明珠洲警察署長がそれぞれ激励の言葉を贈りまし
た。太

おおた

田愛
あい な

菜さん（小木ミニバス）、一
いちい

井未
み く

来さん（松
波相撲）、儀

ぎた に

谷洸
ひかる

くん（松波野球）の 3人が誓いの言
葉を力強く述べ、新年度の活動を開始しました。

　４月 15 日、まちなか鳳雛塾で第１回能登ゼミが開
催され、高校生 10 名が参加しました。このゼミは、
自分は何を目標とするのか、なぜ勉強をするのかなど
を、講師や生徒同士でのグループワークを通して模索
し、進路に向けてしっかりとした決意と情熱をもって
もらうことを目標としています。全 3回を予定してお
り、４月 22 日には「将来の夢」をテーマとして開催
され、また５月 13 日には「高校生活の目標」として
開催されます。
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お
知
ら
せ

人
権
擁
護
委
員
の
日
に

特
設
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

　

法
務
省
は
人
権
擁
護
委
員
法
が
昭
和
24
年

6
月
1
日
に
施
行
さ
れ
た
こ
と
を
記
念
し

て
、
毎
年
こ
の
日
を
「
人
権
擁
護
委
員
の

日
」
と
し
て
い
ま
す
。
委
員
の
皆
さ
ん
が
人

権
尊
重
の
呼
び
か
け
を
行
い
、
特
設
相
談
所

を
開
設
す
る
な
ど
、
皆
さ
ん
の
相
談
に
応
じ

る
身
近
な
存
在
で
あ
る
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
し

お
知
ら
せ

自
動
車
税
は
5
月
31
日
ま
で
に

納
め
ま
し
ょ
う

　

平
成
29
年
度
自
動
車
税
の
納
期
限
は
5
月

31
日
で
す
。
最
寄
り
の
金
融
機
関
、
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
ま
た
は
県
総
合
事
務
所
・

県
税
事
務
所
で
納
期
限
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ

う
。
納
入
通
知
書
に
同
封
の
チ
ラ
シ
「
自
動

車
税
の
お
知
ら
せ
（
平
成
29
年
度
）」
も
併

せ
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

お
知
ら
せ

あ
な
た
の
身
近
な
相
談
相
手

民
生
委
員
・
児
童
委
員

　

5
月
12
日
は
「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の

日
」
で
す
。
今
年
で
民
生
委
員
制
度
は
制
度

創
設
１
０
０
年
を
迎
え
ま
す
。
民
生
委
員
・

児
童
委
員
は
厚
生
労
働
大
臣
の
委
嘱
を
受
け

た
特
別
職
の
地
方
公
務
員
で
、
地
域
の
福
祉

を
担
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

　

地
域
の
お
年
寄
り
や
子
育
て
家
庭
な
ど
の

見
守
り
活
動
や
、
地
域
住
民
の
方
々
の
身
近

な
相
談
相
手
、
専
門
機
関
へ
の
つ
な
ぎ
役
と

し
て
さ
ま
ざ
ま
な
生
活
上
の
困
り
ご
と
の
相

談
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

問
町
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

　
　
（
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局
）

　
　
　

☎
（
72
）
２
３
２
２

募
集

地
域
社
会
を
住
み
や
す
く

赤
十
字
奉
仕
団
に
参
加
し
よ
う

　

町
赤
十
字
奉
仕
団
は
、
赤
十
字
事
業
の
普

及
啓
発
の
も
と
に
「
地
域
社
会
を
明
る
く
住

み
よ
く
し
よ
う
」
と
い
う
気
持
ち
を
も
っ
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で
す
。

　

救
急
法
講
習
会
や
福
祉
施
設
の
清
掃
、

チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
の
協
力
な
ど
、
地
域
に

お
け
る
社
会
福
祉
の
増
進
の
た
め
に
活
動
を

展
開
し
て
い
ま
す
。
団
員
は
男
女
の
別
を
問

い
ま
せ
ん
。
お
気
軽
に
社
会
福
祉
協
議
会
事

務
局
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
　
　

問
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
（
72
）
２
３
２
２

ト
ラ
ブ
ル
防
止
の
た
め
に

　

・
自
動
車
を
手
放
し
た
と
き
は
、
名
義
変

　

更
さ
れ
て
い
る
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

・
自
動
車
を
廃
車
し
た
と
き
は
、
抹
消
登

　

録
さ
れ
て
い
る
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

・
住
所
を
変
更
し
た
と
き
は
、
県
税
務
課

　

ま
た
は
最
寄
り
の
県
総
合
事
務
所
へ
届
け

　

出
ま
し
ょ
う
。

　

・
納
税
証
明
書
は
車
検
を
受
け
る
際
に
必

　

要
に
な
り
ま
す
。
車
検
証
と
一
緒
に
大
切

　

に
保
管
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　

問
石
川
県
税
務
課

　
　
　
　

☎
０
７
６
（
２
２
５
）
１
２
７
３

　県内一斉に海岸の清掃活動を行う「クリーン・ビーチい

しかわ」が今年も開催されます。町では「クリーン・ビー

チいしかわ in のとちょう」と題し、3 カ所の海岸で実施

します。町の美しい海岸と自然環境を守るため、皆様のご

参加をお願いいたします。

　日時　5 月 28 日㊐　午前 7 時

　場所　恋路海岸、五色ヶ浜、羽根海岸

　　　問農林水産課☎ 62-8302

ま
す
。
町
で
は
3
カ
所
で
特
設
相
談
所
が
開

設
さ
れ
ま
す
。

相
談
日　

6
月
1
日
㊍

場
所
と
時
間

　

能
都
地
区　

能
都
社
会
福
祉
会
館

　
　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

　

柳
田
地
区　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
笹
ゆ
り
荘

　
　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

　

内
浦
地
区　

小
木
地
区
活
性
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

午
後
1
時
半
～
3
時
半

　
　
　
　
問
町
民
課
☎
（
62
）
８
５
０
０

5/28㊐はクリーン・ビーチいしかわinのとちょう

きれいな里海を未来へつなごう

　

松
く
い
虫
の
被
害
を
防
ぐ
た
め
、
次
の
日

程
で
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
防
除
薬
剤
の
空

中
散
布
を
行
い
ま
す
。

空
中
散
布
予
定
日

５
月
23
日
㊋

散
布
地
区

　

高
倉
・
宇
出
津
・
三
波
・
鵜
川
・
小
間
生
・
桐

畑
・
合
鹿
・
上
・
滝
之
坊
・
福
光
・
明
生
地
区

お
知
ら
せ

山
に
入
る
時
は
ご
注
意

松
く
い
虫
防
除
薬
空
中
散
布

ニ
ュ
ー
ス

地
域
お
こ
し
協
力
隊
退
任

新
た
な
ス
テ
ー
ジ
へ

　

3
月
30
日
、
役
場
能
都
庁
舎
で
地
域
お
こ

し
協
力
隊
退
任
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
退
任

し
た
の
は
、
川
畑
智
恵
さ
ん
、
中
村
莉
光
さ

ん
、
大
竹
清
登
さ
ん
の
3
人
で
す
。「
地
域

お
こ
し
協
力
隊
」
と
は
都
市
住
民
な
ど
を
地

域
社
会
の
新
た
な
担
い
手
と
し
て
受
け
入

れ
、
活
躍
し
て
も
ら
う
取
り
組
み
で
す
。

　

今
回
の
中
で
最
長
任
期
と
な
る
川
畑
さ
ん

は
小
木
地
区
の
地
域
づ
く
り
団
体
支
援
や
定

住
促
進
協
議
会
に
お
い
て
移
住
希
望
者
へ
の

案
内
や
相
談
対
応
な
ど
で
活
躍
し
ま
し
た
。

中
村
さ
ん
は
、
得
意
と
す
る
外
国
語
や
写
真

撮
影
の
技
術
を
活
か
し
外
国
人
誘
客
や
観
光

情
報
発
信
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
大
竹
さ
ん

は
春
蘭
の
里
実
行
委
員
会
配
置
型
の
隊
員

で
、
イ
タ
リ
ア
料
理
人
と
し
て
の
経
験
を
活

か
し
、
春
蘭
の
里
の
支
援
や
、
特
産
品
を
活

用
し
た
商
品
開
発
や
Ｐ
Ｒ
な
ど
の
活
動
を
し

ま
し
た
。

　

式
で
は
高
副
町
長
が
、
隊
員
の
多
岐
に
わ

た
る
活
動
に
感
謝
を
表
し
、
今
後
の
更
な
る

活
躍
に
期
待
を
寄
せ
ま
し
た
。

高副町長から激励を受ける
（左から）大竹さん、中村さん、川畑さん

注
意
事
項

①
散
布
中
は
、
散
布
区
域
内
や
周
辺
に
立
ち

入
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。
自
動
車
で
の
乗
り

入
れ
も
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

②
散
布
中
、
周
辺
地
域
に
お
住
ま
い
の
人
は

窓
を
閉
め
、
洗
濯
物
や
ペ
ッ
ト
な
ど
を
外
に

出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

③
散
布
地
域
周
辺
で
飼
養
し
て
い
る
家
畜
は

畜
舎
に
係
留
し
、
区
域
内
の
飼
料
は
4
週
間

程
度
与
え
な
い
で
く
だ
さ
い
。

④
散
布
区
域
内
の
山
菜
や
山
水
は
、4
週
間
以

上
経
過
す
る
ま
で
口
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

⑤
散
布
区
域
内
に
入
る
の
は
、
2
週
間
以
上

経
過
し
て
か
ら
に
し
て
く
だ
さ
い
。 

※
気
象
条
件
や
航
空
会
社
の
都
合
な
ど
に
よ

り
、
散
布
日
時
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。
　
　

問
農
林
水
産
課
☎
（
76
）
８
３
０
２

ニ
ュ
ー
ス

猟
友
会
員
11
人

鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
に
委
嘱

　

4
月
3
日
、
役
場
能
都
庁
舎
で
鳥
獣
被
害

対
策
実
施
隊
の
委
嘱
状
交
付
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
猟
友
会
員
の
11
人
に
町
長
か
ら
委
嘱

状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

近
年
、
町
内
で
は
イ
ノ
シ
シ
が
増
え
て
い

ま
す
が
、
さ
ら
に
ク
マ
や
シ
カ
の
目
撃
情
報

も
相
次
い
で
い
ま
す
。
特
に
ク
マ
は
人
身
被

害
の
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
町
で
は
銃

猟
免
許
を
持
つ
猟
友
会
員
の
力
を
借
り
て
、

被
害
防
止
に
取
り
組
む
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

持
木
町
長
は
、
町
内
で
ク
マ
の
目
撃
情
報

が
あ
っ
た
際
に
猟
友
会
員
の
皆
さ
ん
が
出
動

し
、
人
身
事
故
等
も
な
く
終
息
し
た
こ
と
に

感
謝
を
表
し
ま
し
た
。
隊
員
を
代
表
し
て
、

川
﨑
紘
靖
猟
友
会
鳳
至
支
部
長
が
決
意
表
明

し
ま
し
た
。

　

実
施
隊
の
皆
さ
ん
に
は
、
町
民
の
皆
さ
ん

の
安
全
を
守
る
た
め
今
後
の
活
躍
を
期
待
し

ま
す
。

問
農
林
水
産
課
☎
（
76
）
８
３
０
２


